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EVANGELION PROTO TYPE 

エヴァ ン ゲ リオ ン 夫 号 機 

VANGELION PROTO TYPE 賠 

再 就役 を 果たし た 
プロ ト タ イ プ 

「E 計 画 ] に お ける 最初 の エヴァ ン ゲ リオ ン で ある 

試作 機 。 それ ゆえ に 不安 定 な 部 分 が あり 、 初 の 起動 

実験 で 暴走 事故 を 引き 起こ し て いる 。 し か し 、 再 就 

役 を 果たし て か ら は 問題 な く 稼働 し 、 戦闘 で も 実戦 

に 耐え 得る だ け の ポテ ン シ ャ ル を 持つ と 証明 し た 。 

な お 、 機体 相互 互換 試験 の 際 に サー ド チ ルド レン が 

搭乗 、 制御 不能 と な っ た が 、 これ は 本 来 乗 り 手 を 選 

ぶ EVA の 性 質 上 、 想定 され 得る ケー ス と いう べき で 

あろ う 。 また 、 起動 実験 の 際 は ファ ー ス トチ ルド レン 

の 精神 】 問題 が あっ た と する 見 解 も あり 、 実際 

の と ころ 携 体 自体 は 正常 で あっ た と も 考え られ る 。 

制御 不能 と な っ た 零 号機 に は 敵意 の よう な 意志 

が 見 受け られ 、 その 際 、 赤木 リツ コ 博 士 は 「 零 号機 

が 殴り た か っ た の は 、 私 ね 。 間違い な く 」| と 独白 し 

て いる 。EVA に は 魂 が 宿 さ れ て いる と され る が 、 彼 

女 の この 言葉 は 何 を 物語 っ て いる の で あろ うか 。 
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EVANGELION PROTO TYI 

単眼 の 光学 モニ ター を 用 いた 素 体 に 大 き な 変更 は な 

いと 思わ れる が 、 装甲 は 先行 量産 機 の も の に 改装 され 

て いる 。 その た め 防 御 面 や メン テ ナ ン ス 性 は 向上 し て 

お り 、 肩 部 パー ツ に より 武装 の 拡張 性 も 持ち 得 た 。 そ 

の た め 十 分 に 実戦 可能 な 機体 性 能 を 獲得 し て いる 。 

マル チ ウ ェ ボ ン ・ ベ イ を 兼ね る 両 肩 の パー ツ に 体 ジ 
ェ ッ ト 噴 出し て 落下 スピ ー ド を 揚 和 する 電 常 有用 の 仕組み を 持つ 。 と 
れ が 他 の EVA に も 備わっ て いる 機構 か どう か は 定か で は な い 。 

プロ ト タ イ プ の エン 

エン トリ ー プ ラグ は 他 の EVA と 異な る 。EVA を 操縦 する に あ 
た っ て の 基本 性 能 に 変化 は な いと 思わ れる が 、 脱出 ボッ ド と し て 
の 性 能 は 劣り 、 操 縦 者 の 安全 性 が 十分 と は 言い 難い 。 実際 、 フ 

ァ ー ス トチ ルド レン は 射出 時 の 事故 に より 重傷 を 負っ て いる 。 

な 
と 衝突 する 恐れ が 高い 。 

メイ ンス ライ ドカ バー に は 
ジェ クシ ョ ンカ バー 
組み 込ま れ て いな いた 
め 、 緊 急 時 は 非常 ハッ チ 
を 用 いて 外部 か ら 操 継 
者 を 救助 する こと に な る 。 

トリ ー プ ラ 

再 就役 で の 変更 点 

再 就 役 に あ た り 機体 の 最終 的 な 微 調整 を 済ま し 、 実 戦 可能 な 
域 に 仕上 げ ら れ た 。 素 体 の 性 能 に 変化 は な いも の と 思わ れる が 、 
作 段階 の 外装 か ら 実 戦 用 の 外装 に 換装 する こと で 戦闘 時 の 

運用 性 は 高まっ て いる 。 特 に ウェ ポ ボン コン テ ナ で も ある 肩 パ ー ツ 
の 装着 に よっ て 固定 武装 を 得 た 点 が 大 き な 違い と いえ よう 。 

す レ ンズ 部 分 

前 部 の カバ ー 付 き の 電磁 
アン テ ナ を 持つ 。 単眼 だ 

の 

ン テ ナ と 頭頂 の 多重 レン ス 仕様 の 電磁 波 

操縦 者 の 視界 は 初 号機 や 弐号 機 と 同様 。 

全 堆 号機 の エン トリ ー プ ラグ 
脱出 用 ロケ ッ ト ノ ズル を 8 基 持 つ 他 の EVA の プラ グ と 比べ 、 半分 の 4 基 
し か 備わっ て お ら ず 、 緊急 時 の 非常 ハッ チ が 側面 に し か な い 。 これ ら は 
プラ グ 射 出 時 に お ける 提 縦 者 の 安全 性 が 低い こと を 意味 し て いる 。 

零 号機 の 戦闘 スタ ンス は 、 銃火 器 を 用 いた 僚機 の 

バッ クア ッ プ が 主 で ある 。 操縦 者 で ある ファ ー ス トチ ル 

ドレ ン の 沈着 冷静 な 性 格 は 、 タイ ミン グ を 見 定め て 援 

護 する 遠 距離 射撃 な を どの サポ ー ト 役 に 向 いて いる と 考 

えら れる 。 特に 射程 、 威力 共 に パレ ッ ト ラ イフ ル を 上 回 

る スナ イ パ ー ラ イフ ル は 、 リス ク の 高い 近接 戦闘 を 避け 

て 僚機 を 援護 する の に うっ て つけ の 兵器 で あろ う 。 

す ス ナイ パー ライ フル 

第 16 使 徒 アル ミサ エル 
間 戦 で は 、 敵 の 接近 を 許 

さ ず に 攻撃 で きる 遠 距 
離 用 スナ イ パ ー 

味 を 封 上 
闘 に 持ち 込ま れ 

て し まう 。 その 結果 、 堆 
号機 は 使徒 の 温 食 を 局 
ける こと と な っ た 。 

第 13 使 徒 バ ルディ エル 
戦 で は 、 接 近 戦 を 避け 、 
パレ ッ ト ラ イフ ル で の 戦 

| 開 を 試み る 。 し か し 、 予 
想 も つか な い バル ディ エ 
ル の 動き に よっ て 背後 
を 取ら れ 、 射撃 する 間 
も な く 沈 黙 さ せら れ て し 
まう 。 

Ilustiation by (twinbell) Tokiko Yuzawa 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva^②GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D15-04 
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《 個人 情報 
名 前 。 | 冬 月 コウ ゾウ 
年 齢 |60 歳 
国籍 | 日 本 
生年 朋 | A.D.1956704709 
血液 弄 AB 型 

所 属 NERV/ 副 司令 官 

特務 機関 NERV に お いて 、 常に 最高 司令 官 、 碗 ゲ 

ンド ウ の 脇 に 立ち 、 その 補佐 役 を 担う 副 司令 官 一 一 

それ が 冬 月 コウ ゾウ と いう 人 物 で ある 。 

1999 年 頃 、 過去 に 京都 大 学 に て 形 面 上 生物 学 の 

研究 を 専門 と し 、 また 教鞭 も 執っ て いた 彼 は 、 教え 

子 の 午 ユイ の 紹介 に より 、 ゲン ドウ (当時 は 太 分 儀 

姓 ) と 出会う 。 そ の 後 、 セ カン ドイ ン パ クト を 経て 、 
2002 年 一 2003 年 頃 、 セカ ンド イン パク ト 調 査 員 と し 

て 動い て いた 際 に ゲン ドウ と 再会 。 この 頃 、 実質 的 

に は ゲン ドウ と 対立 関係 に あっ た も の の 、 その 後 人 

工進 化 研究 所 に て 彼 と 会 見 し た 後 は 、 一 転 し て 協力 

関係 を 結ぶ こと と な っ た 。 そ れ 以 来 、 ゲ ンド ウ の 腹 

心 と し て 、 NERV 内 に 欠か せな い 存 在 と な っ て いく 。 

穏やか さと 同時 に 、 年 長者 らし い 厳 し さも 併せ 持つ 

冬 月 は 、 時 に 非情 に 過ぎ る と 思わ れる 判断 を する ゲ 

ンド ウ に 助言 を 与え 、 彼 の 意思 を 部 下 た ち に 伝え る 

仲介 者 と し て の 役割 も 果たし て いる よう で ある 。 

その 人 性質 は 温厚 で ゲン ドウ ほど 威圧 的 で な いた め 

か 、 部 下 た ち に も それ な り に 慕 わ れ て いる 様子 で あ 

る 。 仕事 以外 で は 同僚 た ちと の 付き 合い は 見 受け ら 

れ な い が 、 これ は 他人 と の 私 的 な 交流 を 軽 ん じ て い 

る と いう より も 、 研究 者 的 な 性 質 に よる と ころ や 、 年 

齢 差 に よる と ころ が 大 きい と 推測 され る 。 また 、 詰 

め 和 将棋 な どの 趣味 を 持つ 彼 は 、 ひと り で も 時 間 を 潰 

すこ と を 苦 と し な い の か も し れ な い 。 NERV と いう 場 

所 を ひと つの 組織 と し て 考え た 場合 、 冬 月 と いう 人 

間 は 、 ゲン ドウ と は 違う 角度 で 大 局 を 見 据え る こと 

の で きる 存在 と いえ る だ ろう 。 

= 人 物 相関 図 

箇 百 ゲン ドウ 
還 青 葉 シ ゲル 

MNERV 
箇 ゼ ー レ 

表 情 トン 

穏やか な 笑顔 を 浮 
か べ る 冬 月 。 年 長者 
らし い 表情 の ひと つ で 
ある 。 他 の NERV の 人 
間 に あ り が ちな 、 我 の 
強 そ うな イメ ー ジ を 持 
た な い の も 特長 の ひと 
つ だ 8 

ゲン ドウ と 会 話す る 際 は 、 部 下 に 対す る 時 より も 複雑 な 表情 を 
見 せる 。 そ こ か ら は 、 ふ た り の 付き 合い の 深 さ が 宮 え る 。 

一 若干 の 厳し さ を 感 じ さ せる 表情 
は 、 使 徒 と の 戦闘 の 際 な ど に 見 ら 
れる 。 非常 時 に も 慌て る こと な く 、 
こう いっ た 落ち 着き の ある 表情 を 浮 
か べ て 対応 する こと が 多い 。 

ーー わずか に 層 を ひそ め た 、 
や や 皮肉 めい た 笑顔 。 他 

、 ノ 

制服 

te 

青 面 

一 細身 の 身体 を 常に NERV 制 服 で 
包ん で いる 冬 月 。 制服 の 内 側 に は 、 
黒い ハイ ネッ ク の シャ ツ を 着用 し て い 
る 。 これ 以外 の 服装 を 着用 し て いる 
姿 は ほとん ど 見 られ な い 。 

正面 

一 制服 を 症 骨 すこ と な く 、 様 元 まで 
か っ ちり と 閉じ て いる の が 冬 月 らし 
い 。 な お ジャ ケッ ト の デザ イン は 、 最 
高司 令 官 で ある ゲン ドウ が 落 用 し て 
いる も の と 酷似 し て いる 。 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D15- 還 
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の 不在 時 に 使徒 が 侵攻 し て きた 際 は 、 最 高 責 任 者 と な る 。 
穏やか さと は 一 転 し て 、 厳 し い 表 情 を 浮か ぺる こと も 多い 。 

司令 席 に いる と き に は 、 
胸 を 後ろ に 組ん で ゲン ド 
ウ の 傍ら に 立っ て いる こ 
と が 多い 。 そ の た た ず ま 
いも また 、 冬 月 独特 の 落 
ち 着 いた 雰囲気 を 醸し 出 
す 要 因 の ひと つ だ 。 

一 常に 落ち 着い た 態度 を 見 せ て いる 冬 月 に は 
珍し い 、 焦 り を 起 わ に し た よう な 表情 。 余 程 
の 緊急 時 で な けれ ば 、 部 下 た ちの 前 で この よう 
な 表情 を 見 せる と と は な い , 

NERV 副 司令 官 と し て の 冬 月 の 主 な 仕事 は 、 ゲ ン 

ドウ を サポ ー ト する こと で ある 。 ゲン ドウ が 司令 席 

に いる 際 は 常に 傍ら に 立ち 、 助言 を 与え て いる の だ 

が 、 何かと 席 を 外す ゲン ドウ に 代わ り 、 作戦 指揮 を 

執る 場面 も 見 られ る 。「 古 め 、 昔 か ら 雑 務 は みん な 私 

に 押し つけ お っ て 」 と こぼし て いる と ころ を 見 る と 、 

上 層 部 が 請け 負う べき 雑事 を 一 手 に 引き 受け て い 

る と も 推察 で きる 。 サポ ー ト 的 業務 の みな ら ず 、 最 

高司 令 官 の 代行 や 庶務 一 般 を こなす こと の で きる 冬 

月 は 、 非常 に 有 能 な 人 物 で ある 。 また 、 それ だ け の 

激務 に 耐え る と いう こと は 、 高齢 な が ら 体力 的 に も 

タフ で ある と みて 間違い な い だ ろ う 。 

ws 

“ 息子 と 3 年 ぶり に 対面 する ゲ 
ンド ウ を 見 送る 際 、 微 妙 な 

細雪 情 を 見 せる 冬 月 。 同僚 と 
し て で は な く 年 長者 と し て 、 

叉 。 ケ ゲー ドウ に 対し て 思う と ころ 
が あっ た の か も し れ な い 。 

名 月 は NERV 副 司令 官 と いう 立場 に あり な が ら 常 

識 的 な 思考 パタ ー ン を 持つ 人 間 で ある 。 使徒 と の 戦 

闘 時 、 パ イロ ッ ト の 生命 を 慮 る よう な 言動 が 見 られ る 

こと や 、 使徒 に 敗北 し 国連 軍 に 出撃 を 要請 し な く て 」 

は な ら な い 事 態 に 陥っ た 際 に 恥 を 嫌う よう な 発言 を 

し て いた こと か ら も 、 その 事実 が 見 て 取れ る 。 常識 を 

あま り 気 に か ける こと の な い ゲ ンド ウ と は 正反対 で あ 

る 。 そし て 、 NERV と いう 非 日 常 性 の 高い 場所 に いな 

が ら も 、 決し て それ を 放棄 し な い 。 保守 的 と も 考え ら 

れる が 、 そう いっ た 思考 を よし と する 人 間 が 上 層 部 に 

いな く て は 、 組織 の 運営 は 立ち 行か な い だ ろ う 。 ある 

意味 で 、 彼 は NERV の 良心 と も いえ る 存在 で ある 。 ち 

な み に 、 セカ ンド イン パク ト 直 後 の 混乱 期 、 冬 月 は 無 

免許 医 と し て 怪我 人 や 病人 を 診 て いた と いう 過去 を 

持つ 。 これ ら の 事実 を 考え る と 、 冬 月 は 情 に 厚い 人 間 

性 を 持つ も の と も 推測 され る 。 これ は NERV 内 、 特 に 

上 層 部 の 中 で は 稀有 な も の で ある 。 

これ ら の こと を 考え る と 、 冬 月 は 非常 に 「 人 間 ら し 

い 」 存 在 で ある と いえ る だ ろう 。 

南極 に 広がる 死 の 海 を 
見 て 、 罪 に まみ れ て も 
人 の 生き て いる 世界 を 
に 冬 月 。 これ 
も ま 彼 の 人 間 ら し 

さ が は っ きり と 見 て 取れ 

る 言葉 の ひと つ で ある 。 

と し じ て の 姿勢 

NERV 司 令 部 と いう 場所 に お いて 、 冬 月 は 最 年 長 

の 人 間 で ある 。 ゲン ドウ と いう 上 司 と 、 部 下 に あ た 

る 職員 た ちの 間 に お いて は 緩衝 剤 的 な 役割 を 果 た 

し て いる よう だ が 、 その 位置 を あま り 苦 と し て いな い 

様子 で ある 。 組織 内 で の 階級 は ゲン ドウ より 下 に な 

る が 、 年 長者 と し て ゲン ドウ と 対等 に 接する こと が 可 

能 な の も 、 冬 月 の み が 持つ 特質 と いえ よう 。 また 、 

部 下 に と っ て は 、 冷徹 で 威圧 感 の 強い ゲン ドウ より 

は 、 常識 人 で あり 温厚 な 冬 月 の ほう が 上 司 と し て 接 

し や すい 人 間 で ある こと も 間違い な い 。 中 間 管 理 職 

的 な 位置 に いる 人 間 と し て 、 冬 月 は 年 齢 、 性 質 な ど 

を 考え 合わ せ た 上 で 最適 な 人 材 な の で ある 。 
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特務 機関 NERV 最 高司 令 官 を 務め る 碗 ゲン ドウ と 

冬 月 は 、 冬 月 が 大 学 に 在籍 し て いる 頃 か ら の 知己 で 

ある 。 ゆえに 、 ふた り の 付き 合い は 15 年 を 超え る こ 

と と な る 。 年 齢 と し て は ゲン ドウ より 10 歳 ほど 歳 上 

に な る 冬 月 だ が 、 決し て 上 か ら の 目線 で も の を 言う 

こと は な く 、 常に 対等 な 関係 を 保っ て いる 。 また 、 ゲ 

ンド ウ の ほう も 冬 月 に 対し 散 語 を 使う こと は な く 、 完 

全 に 対等 な 存在 と し て 接し て いる よう だ 。 

その 態度 で は っ きり と 見 せる こと は な いも の の 、 ゲ 

ンド ウ は 冬 月 に か な り の 信頼 を 寄せ て いる も の と 思 

われ る 。 他 人 へ の 関心 が 希薄 な ゲン ドウ が 、 常に 傍 

に 置く 者 と し て 選ん だ と いう こと が 、 その 証左 で ある 

と いえ る だ ろう 。 また 、 EVA に 関す る 事案 、 人類 補 

完 計 画 を 中 心 と する 一 連 の 事案 に つい て の 真実 を 

知る 人 間 で 、 か つ 、 対等 な 立場 で 会 話 を で きる 人 間 

と な る と 、 冬 月 が 唯一 の 存在 で ある 。 ゲン ドウ に と 

っ て の 冬 月 は た っ た ひと り の 「 よ き 理 解 者 ] で あり 、 

冬 月 も また その 立場 に 置か れ て いる こと を 強く 自覚 

し て いる よう だ 。 

存在 感 を 放つ ゲン ドウ 。 同じ 暗色 な 
が ら 、 ど こ か あ み を 感じ させ 
る 冬 月 と は 対照 的 だ , 

の 表情 か ら 読 み 取る の は 
難し い が 、 科 月 な ら ば 多 
少な り と も 彼 の 考え を 理 
解す る こと が 可能 な の か 
も し れ な い 。 

司令 席 で は 、 声 を ひそ め 
て ゲン ドウ と 会 話す る 場 
面 も 多々 見 られ る 。 ゲン 
ドウ が 常に 冬 月 を 隣 に 置 
く の は 、 他人 に 聞か れ て 
は な ら な い 会 話 が 多い せ 
いも ある だ ろう 。 

NERV の 中 枢 部 で あり 、 作戦 行動 の 立案 と 指揮 を 

行なう 中 央 作戦 司令 室 。 その 作戦 司令 室 付 オ ペレ 

ー タ ー を 務め る 青年 、 青葉 シゲ ル は 、 司令 席 に て 指 

示 を 出す 冬 月 の 直属 の 部 下 で ある 可能 性 が 高い 。 青 

葉 の 同僚 で ある 日 向 マ コト や 伊吹 マヤ に は 明確 な 直 

属 の 上 司 が いる の だ が 、 青葉 に は 存在 し な いこ と 。 

また 、 他 の オペ レー ター た ちと 比較 し て 、 冬 月 が 青 

葉 に 直接 指示 を 出す こと が 若干 多い こと な ど が その 

理由 で ある 。 と は いえ 、 年 齢 や 階級 差 、 ま た それ ぞ 

れ の 性 質 も 影響 し て か 、 こ の ふた り は 職務 を 進め る 

接 を する 青葉 ( 左 )。 上 で 会 話 を 交わ す 程 度 の 関係 で あり 、 私 的 に 深い 灯 と の 関係 
が り を 持っ て いる 訳 で は な いよ うだ 。 

偶然 電車 内 で 出会っ た 際 、 緊張 の 面持ち で 冬 
彼 に と っ て の 冬 月 は 、 異 散 の 対象 に な っ て いる 

特務 機関 NERV の 上 位 組織 に あたり 、 人 類 補 完 計 

画 の 完遂 を 目指 し て いる 秘密 組織 ゼー レ 。 冬 月 が ゼ 
ー レ に 対し 興味 を 持ち 始め た の は 十 数 年 前 、 碗 ユイ 
の 背後 に ある 組織 と し て の 存在 を 知っ た 時 の こと だ 
っ た 。 その 後 、 セカ ンド イン パク ト の 原因 調査 の 過程 
に お いて ゼー レ に 憎悪 の 感情 を 持つ も の の 、 結局 は 

ゲン ドウ の 誘い に より NERV の 一 員 と な り 、 ゼー レ と 
も 関わ り を 持つ こと に な る 。 

M し か し 現在 に お いて も 冬 月 は 、 ゼー レ に 対し あま 

| 計り 診 い 感情 は 抱い て いな いよ う で ある 。 ゼー レ の 
と の 関係 る a クン ドッ へ os 一 々  を 指し て [老人 ども 」 な ど と に し て いる と ころ 

と な っ て し まっ た 。 か ら も その 感情 の 一 端 が 見 て 取れ る 。 

⑤GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 
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調査 や 研究 開発 を 主 目 的 と し て いた ゲ ヒ ルン を 

前 身 に 持つ 組織 だ け あ り 、 NERV は 高い 開発 能力 を 

誇る 。 その た め 、 EVA の 装備 か ら 訓 練 道具 、 スタ ッ フ 

の 支給 品 まで を 含め 、 国連 の 制式 採用 品 で は 賭 え 

な い 機 器 な ど は NERV に よっ て 製造 、 運 用 され て い 

る よう で 、 NERV 製 の 機器 は 様々 に 用 いら れ て いる 。 

技術 開発 部 で は 、 作 戦 に 必要 で あれ ば 、 既製 品 

を 加工 する だ け で は な く 、 一 か ら 作り 出す こと も 多 

い 。 これ ら は EVA 専 用 改造 陽電子 砲 の よう に 急造 品 

が 多い も の の 、 短期 間 で 実用 可能 な 機器 を 仕上 げ 

今 る 有 能 な スタ ッ フ と 技術 力 を 抱え る 証 で も ある 。 

NERV が 開発 する 機器 は 、 セキ ュ リ ティ カー ド な ど 

揚 能 一 辺 倒 の も の か ら 、 特 殊 訓練 器 の よう に 遊び 心 

が 取り 入れ られ た 粋 な も の まで 幅 が 広い 。 これ は 

NERV と いう 組織 に お ける 人 材 の 豊富 さと 運用 の 和 柔 

載 さ を 表し て いる ひと つの 事例 と いえ よう 。 

. 各 き 
織 
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被験 者 ふた り の ユニ ゾン を 短期 間 で 可能 と する た 

め の 特 殊 な トレ ー ニ ング 機器 。 第 7 使徒 イス ラフ ェ ル 

ア を 二 点 同時 に 破壊 する た め 、 EVA 操縦 者 ( セ 

カン ド チ ルド レン と サー ド チ ルド レン ) に は 、 完璧 な 

ニ ゾ ン 能 力 が 求め られ た 。 第 6 使徒 ガ ギ エル 戦 で 

ふた り が 起こ し て 見 せ た 最 大 シン クロ 率 の 更新 劇 が 

あっ た こと も 、 シン ジ と アス カ に ユニ ゾン 攻撃 が 託 

され た 理由 の ひと つ で あろ う 。 

記 ソイ スタ ー ゲ ー ム の よう に 、 交 
| っ た 場所 を 次 々  と 押さ えて い 

還 | さ 門 叶っ た 場所 を 押さ える 
旧 詳 | と 失敗 と な る 。 し か も 、 い か 

| に 相手 と 同時 に 且つ 素早 く 
押し て いけ る か が 採点 の 基準 
と な る 模様 。 

NERV ス タッ フ に 支給 され る 身分 証明 の ID カ ー ド 

や 、 本 部 の 出入 り に 使う セキ ュ リ ティ カー ド など 、 第 

3 新 東京 市 で の 生活 に 繋が る も の も 多い 。 

国際 公務 員 で も ある NERV ス 
タッ フ は 、 組織 の 規範 や 身分 
証明 な ど が 支給 され る 。 た だ 
し 、 当然 な が ら 勤務 者 各 人 の 

関 セキ ュ リ ティ レベ ル に より 、 支 
半 給 さ れる 備品 は 異な っ て くる 

と 思わ れる 。 

備品 等 は 基本 的 に NERV の 

名 が プリ ント し て ある 。 国連 

傘下 の 機関 と は いえ NERV は 

特殊 な 組織 で あり 、 備品 等 は 
他 の 機関 以上 に 管理 が 重要 
だ と 考え られ る 。 その た め の 

分 か りや すい 区 別 で あろ う 。 

NERV 本 部 施設 内 を 行き 来 する た め に 必要 な パス カー ド 。 

た だ し 、 ど の エリ ア で も 通れ る わけ で は な く 、 カー ド ご と に セキ 
ュ リ ティ レベ ル が 設定 され て いる と 思わ れる 。 また 、 保安 措置 
と し て カー ド は 定期 的 に 更新 され て いる 模様 。 

サー ド チ ルド レン が 第 3 新 東京 
市 を 去る 決意 を し た 際 に 、 一 
度 登録 は 抹消 され て いる 。 な 

人 ゲー ト に 通す と 、 ゲー ト の 液 

晶 モ ニタ 部 分 に 挨拶 と 時 刻 
が 表示 され る 仕組 み 。 

非常 時 用 の 対処 カー ド 。 様々 な 非常 事態 を 想定 し 、 その ケ 
ー ス ご と に 対処 方 法 が 記さ れ た も の 。 耐水 性 が 考慮 され て お 
り 、 プラ ステ ィ ッ ク 製 の カー ド 内 に 対処 法 が 書か れ た 紙 製 マニ 
ユア ル が 封入 され て いる 。 その た め 、 取り 出す と き は カー ド を 
つ折 り に し て 中 か ら マ ニュ アル を 取り 出す と いう 、 使い 切り 

の 備品 で ある 。 な お 、 中 に は 本 部 へ 至る 様々 な ルー ト な ど 機 

密 に 触れ る 事項 が 記載 され て いる た め 、 NERV に お ける 重要 

な 勤務 者 に の み 支 給 され て いる と 考え られ よう 。 

す カ ー ド 表 

NERV に 関す る 勤務 者 用 の 資料 。 大 き さ は A4 変 形 版 。 極 
秘 扱 い の た め 紙 の 封印 が 施さ れ て お り 、 開か れ た こと が 分 か 

る 仕組 み に な っ て いる 。 また 、 本 の 裏面 に は 通し 番号 が 振ら 

れ て お り 、 厳重 に 管理 され て いる こと が 分 か る 。 

サー ド チ ルド レン が 第 3 新 東京 
市 に 到着 し : 葛城 一 慰 
か ら 手渡 され て いる 。 エヴァ 
ン ゲ リオ ン を 見 た 際 こ れ で 調 
べ ぺ よ うと する が 、 EVA は 最 重 
要 機 密 で ある た め マ ニュ アル 

程度 に は 協 っ て いな か っ た 。 

記 ファ ー ス トチ ルド レン が カバ ン 

内 に 携帯 し て お り 、 第 3 新 東 
京 市 が 停電 に 陥っ た 際 に 、 こ 

が し NERV 本 拓 内 へ 所 じ る 提 
に 【A 常用 の ルー ト を 探し 出し た 。 

マニ ュ ア ル を 出す 

ーー 
A4 サ イズ の 書類 を 入れ る た め の ケ ー ス 。 磁気 クリ ッ プ に よ 

っ て 閉じ られ 、 中 に は 害 類 を 管理 する た め の バ パー コー ド が あ 
る 。 太平 洋 艦隊 か ら EVA 弐 号機 を 受領 する 際 に 使わ れ 、 非 

ッ ト の 使用 要請 書類 が 入れ られ て いた 。 

\ 内 側 

全館 撃 を 任 と する 
国連 の 特務 機関 。 そ 

ルル の 性 質 上 、 勤務 者 に 

本 綾波 レイ 
は 厳し い 守秘 義務 が 
あり 、 場合 に よっ て は 

監視 も つく よう だ 。 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D15-18 
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| 第 3 執務 室 

長野 県 、 第 2 新 東京 市 の 首相 官邸 内 に ある 第 3 執務 室 。 室内 
に は 巨大 な 振り 子 が あり 、 ど の よう な 執務 の 際 に 使用 され 

る 部 屋 な の か は 不明 で ある 。 首相 官邸 執務 室 も 参照 。 

| 第 3 使徒 

セカ ンド イン バク ト よ り 15 年 を 経て 、 第 3 新 東京 市 を 襲撃 し 

た 第 3 使徒 サキ エル の こと 。 院 シン ジ が 初め て 操 継 する EVA 
初 号機 と 交戦 し た 際 、 初 号機 を 沈黙 に まで 追い 込む が 、 そ 
の 後 暴走 し た 同 より コア を 破壊 され そう に な り 自爆 し 

た 。 サ キ エ ル も 参照 。 

第 3 使徒 は 人 間 型 に か な り 近い 形状 を 持っ て いた 。 こ れ は 使 
で は 珍し い 方 で ある 。 

| 第 3 循環 パイ プ 

浅間 山 で の 使徒 捕獲 作戦 に お いて 、 火 口 に 潜っ た EVA 弐号 
機 を 冷や す た め に 用 いら れる 冷却 液 循環 パイ プ の 内 の 1 本 。 

この 第 3 循環 パイ プ に 冷 
却 液 の 圧力 を すべ て 回 
し 、 熱 膨 張 を 利用 し て 第 
8 使徒 サン ダル フォ ン を 
比 減 し た 。 

| 第 3 新 東京 市 

NERV の 偽装 迎撃 要塞 都市 。 セ カン ドイ ン パ クト 後 、 日 本 

政府 は 新型 爆弾 で 壊滅 的 打撃 を 受 C 京都 に 代わ り 、 暫 

定 的 な 首都 機能 を 長野 県 松本 市 に 持た せ て 第 2 新 東京 市 と 
改称 し 、 遷都 し た 。 そ の 後 、2004 年 に 第 二 次 選 都 計画 が 国 

会 で 承認 され 、 芦ノ湖 付近 に て 着工 され た 都市 が 第 3 新 東京 
市 で ある 。 地下 に ある ジオ フロ ント 内 に は 特務 機関 NERV 本 
部 が 置か れ 、 そ の 関係 者 も ほとん ど が 市 内 に 居住 し て いる 。 

基本 的 に 対 使徒 迎撃 要 窮 都市 と し て 機能 する この 都市 の 市 
街 に は 、 各 所 に EVA の 射出 口 や 、 ビル に 偽装 され た EVA 電 
力 供給 スポ ッ ト 、 兵 器 格納 庫 、 回 収 ス ポッ ト な ど が 配置 さ 

れ て いる 。 ま た 、 戦闘 形態 に 移行 する 際 に は 、 中 央 の 9 ブロ 

ッ ク が ジオ フロ ント 内 に 収容 され る よう に な っ て お り 、 そ の 
場合 ビル 群 が ジ オフ ロン ト の 天井 (人 工 天蓋 部 ) よ り 垂れ 下 
が る よう な 状態 と な る 。 第 3 使徒 サキ エル が 襲来 し た 際 、 都 

市 は まだ 完成 し て お ら ず 、 第 12 使 徒 レ リ エル 残 減 後 の 時 点 
で 第 7 次 建設 まで 着工 が 進み 、 迎撃 シス テム は よう や く 完 
成 、 建 設計 画 は 最終 段階 に は し か か っ て いた 。 そ の 後 、 使 

| | 徒 の 襲撃 に より 度 重 な る 被害 を 受け た 第 3 新 東京 市 は 、 第 
16 使 徒 ア ルミ サエ ル と の 戦闘 に お ける EVA 堆 号 機 の 自爆 に 
よっ で 都市 の 大 部 分 が 水没 、 壌 滅 的 な 打撃 を 受け た 。 最終 

的 に 、 戦略 自衛 隊 の nm? 兵器 に よっ て 跡形 も な く 消 減 す る 。 

実質 的 な 首都 で ある 第 2 新 東京 市 と 比べ 、 都市 と し て の 規模 は か な 
り 劣 る 。 あ くま で 要塞 都市 と し て の 機能 が 最 優先 され て いる た めで 

あろ う 。 

| 「 第 3 新 東京 市 街 戦 』 中間 報告 書 

第 3 新 東京 市 街 戦 に つい て 、 責任 者 で ある ミサ ト が 作成 ・ 提 
出し た 中 間 報 告 書 。 第 3 新 東京 市 街 戦 と は 、EVA 初 号機 と 
第 3 使徒 サキ エル の 戦闘 の 名 称 で 、 第 1 次 直上 会 戦 と も 呼ば 
れる も の 。 そ の 内 容 で は 、 経 験 な し で EVA を 操縦 し 戦闘 し 
た シン ジ の 功績 、 作 戦 課 と し て の 問題 点 及 び 反 省 点 な ど に 
つい て 触れ られ て いる 。 

『 第 3 新 東 京 市 街 戦 
間 報 千 書 
長 葛城 ミサ トー 尉 

第 11 使 徒 が NERV 内 に 侵入 
認 の た め 収 集 し た 情報 の 中 

| 第 3 新 東京 市 セロ エリ ア 

第 3 新 東京 市 の 中 心 部 で 、 ジ オフ ロン ト に ある NERV 本 部 の 
直上 に あたる エリ ア 。 第 5 使徒 ラミ エル は 、 こ の 地点 に 留 ま 

り リ シ ー ル ド で 掘削 を 開始 、 本 部 へ の 直接 攻撃 を 目論ん だ 。 

都市 の 中 心 部 だ け に 、 
寺 様々 な ビル が 建っ て いる 。 
通常 時 は 民間 人 が 利用 

4 する こと も 多い エリ ア で 
AS あぁ る と 推測 され る 。 

| 第 3 新 東京 市 地下 F 区 第 6 番 24 号 

シン ジ が 転居 する は ず だ 

ちる 。 実 際 の と ころ 彼 は この 人 

こと な く 、 葛 城 ミ サト の マン ショ ン に 引 

市 地下 区 | 住民 登録 穫 
Oise +. eee reor osios 
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ジ が 初め て EVA で 戦 
闘 し 、 目 覚め た すぐ 後に 

[ は も う 住 民 登録 まで 済ま 
| され て いた 。 こ こ に は シ 

ンジ 以外 誰 も 入居 し て い 
上 な い 様 子 。 

第 3 新 東京 市 立 第 壱 小学 校 

第 3 新 東京 市 に ある 小学 校 。 小学 2 年 生 に な る 鈴原 トウ ジ の 

妹 も ここ に 通っ て いた も の と 思わ れる 。 

WW Pu 

緊 導 避難 訓練 の プリ ント 
の 中 で 、 第 壱 中 学校 の 2 
年 生 は 第 索 小 学校 低 学 
年 児童 の 引率 と いう 課題 

3 が 与え られ て いる 。 

| 第 3 新 東 京 市 立 第 索 中 学校 

第 3 新 東 京 市 に ある 中 学校 。 山 の 中 腹 あ た り に 建て られ て お 
り 、EVA の R20 発 進 口 が 近辺 に ある 。NERV 内 で この 中 学 
校 を 指す 情報 コー ドナ ン バ パー は 707 で あり 、 第 3 新 東京 市 内 
に お ける 中 学校 は この 一 校 の み で 、 第 弐 中 学校 は 存在 し な 
い 。 な お 、 碗 シン ジ の 所 属す る クラ ス 2-A に は EVA の 操 継 敵 
格 者 の 候補 と し て 14 歳 の 少年 少女 が 集め られ て いた が 、 そ 
れ に つい て は 極 牧 と され て お り 、NERV 内 で も 一 部 の 人 間 し 
か 知る こと は な か っ た 。 

一 般 的 な 中 学校 に し か 見 えな い が 、 そ の 裏 に は EVA 操 縫 格 者 を 
集め る と いう 秘密 が 隠さ れ て いた 。 

| 第 3 新 東京 市 環状 7 号線 

第 3 新 東京 市 内 を 周回 する 環状 線 の ひと つ 。 確 シン ジ が 第 4 
使徒 シャ ムシ エル 戦 の あと に 葛城 ミサ ト の 家 を 寿 出 し た 際 、 
行く あて の な か っ た 彼 は この 路線 の 列車 に 乗り 、 終 電 時 刻 
まで の 時 間 を 潰し て いた 。 停車 駅 に は 長尾 峠 、 桃 源 台 な ど 
が ある 。 

多く の 民間 人 が この 路線 
個 を 利用 し て いる よう だ 
第 3 新 東 
要 な 路線 と 思わ れる 。 
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| 第 3 装甲 板 

EVA 初 号機 の 胸部 に 装備 され て いる 装甲 板 。 第 5 使徒 ラミ 
エル の 加 粒 子 和 砲 に よる 攻撃 を 受け た 際 、 こ の 第 3 装甲 板 ま で 

が 融解 し た 。 3 時 間 を か け て 新しい 装甲 板 に 換装 し て いる 。 

上 「 あ と 3 秒 放射 され て いた 
ら ア ウト で し た けど 」 と 
は 伊吹 マヤ この 第 
3 装甲 板 の 直 下 に は 機能 

思 中 枢 が ある も の と 推測 さ 
れる 。 

| 第 334 地 下 避難 所 

GEO-SHELTER334。 使徒 襲撃 な どの 緊 意 時 、 特別 非常 事 
態 宣言 が 発令 され た 際 な ど に 使用 され る 地下 シェ ルター の ひ 

と つ 。 第 3 新 東京 市 防災 課 が 管理 する 。 総 床 面積 2,.000m 、 
最大 収容 人 員 250 名 。 第 4 使徒 シャ ムシ エル が 現れ た 際 、 こ の | 
シェ ルター に 多く の 民間 人 が 収容 され 、 その 中 に は 和 シ ンジ 
の クラ ス メ イ ト の 洞 木 ヒ カリ 、 鈴原 トウ ジ 、 相田 ケン スケ の 姿 が 

あっ た 。 クラ ス ご と に 避難 所 が 異な る よう で 、 2-A の 生徒 は こ 

こ に 避難 する も の と 思わ れる 。 

シェ ルター 内 に は 特に 施 
設 な ど は 用 意 さ れ て お ら 

、 各々 が 用 意 し た シー 
ト な どの 上 で 非常 事態 宣 
言 の 解除 を 待つ よう だ 。 

ee 

細菌 サイ ズ の 第 11 使 徒 イ ロウ ル の こと 。 シ グマ ユニ ッ ト 内 
の 第 87 タ ン パク 壁 より 侵入 、 MAGI シ ステ ム を ハッ キン グ し 

て メル キオ ー ル と バル タ ザ ー ル を 掌握 、NERV 本 部 の 自律 自 
、 決 議 す る 。 し か し 赤木 リツ コ の 提案 に より カス 
進化 を 促進 する 自 減 促進 プロ グラ ム を 送り 込ま れ た 

滅 し た 。 た だ し 、NERV 本 部 侵入 の 事実 は 
確 ゲン ドウ に よっ て 伏せ られ 、 そ れ を 主 し ん だ 人 類 補 完 委 

員 会 が 特別 召集 会 議 を 開く 事態 と な る 。 イロ ウル も 参照 。 

EVA の 攻撃 以外 の 意味 で 、 そ の 

存在 は 稀有 な も の で あっ た 。 
り 残 減 さ れ た 使徒 と い 

第 15 使 徒 

アラ エル の こと 。 直接 攻撃 こそ 仕掛 け て くる こと は な いも の 
の 、 エ ネル ギー 波 を 使用 し た 心理 攻撃 に より EVA 弐号 機 に 

搭乗 する 物流 ・ ア スカ ・ ラ ング レー の 精神 に 大 き な ダ メー ジ 

を 与え 、 弐号 機 を 活動 停止 に 追い 込む 。 そ の 後 、EVA 零 号 

機 が 投 抑 し た ロン ギ ヌ ス の 槍 に より 残 減 さ れ た 。 アラ エル も 
参照 。 

エネ ルギー 波 を 発し て 心理 攻撃 を 仕掛 ける 様 は 、 ア スカ の 精神 流 長 
を 探り 、 人 の 心 を 知 ろ うと し て いる よう で も あっ た 。 

第 13 使 徒 

EVAS 号 機 に 寄生 し た 第 13 使 徒 バ ルディ エル の こと 。 3 号機 
の 運搬 途中 に 遭遇 し た 積乱雲 に 潜み 寄生 し た と 推測 され る 。 

その 後 3 号 機 を 乗っ 取っ た 使徒 は 、EVA 式 号機 及び EVA 零 
号機 を 相次い で 沈黙 させ 、EVA 初 号機 に 襲い か か っ た 。 し 
か し 、 ダ ミー シス テム を 起動 させ た 初 号機 に より 残 減 さ れ 

る 。 バ ルディ エル も 参照 。 

EVA に 寄生 し て 操っ た 使徒 。 コ ッ ク ビ ピッ ト 周 囲 に は 粘 菌 状 の 物体 
が 確認 され て いる が 、 そ の 実体 は 不明 。 

| 第 10 合 徒 

衛星 軌道 上 に 出現 、 停 滞 し て 攻撃 を 仕掛 け て きた 第 15 合 徒 

自ら を 質量 爆弾 と 化し た 第 10 使 徒 サ ハク ィ エ ル の こと 。 試行 
の 末 、 自 ら を 第 3 新 落下 させ 、 NERV 本 部 の 破壊 を 目 
論 ん だ が 、 汗 地 寸前 に EVA8 機 に より 展開 され た A.T. フ ィ ー ル 
ド に より 受け 止め られ 、 その 後 EVA 弐号 機 の ブロ グ 
ナイ フ に て 要 撃 され 残 減 さ れ た 。 サハ クィ エル も 参照 。 

シャ 

撃 に 利用 し た の は 、 第 10 使 徒 が 最 

| 7 3 

人 類 補完 計画 の 進捗 に つい て 、 碗 ゲン ドウ が キー ル ・ ロ ー 
レン ツ ら 人 類 補完 委員 会 に 提出 し た 中 間 報 告 書 。 人類 補 完 
計画 の 着手 が 2005 年 、 以 来 2015 年 まで 17 回 の 進捗 報告 を 
重ね て いた 様子 。 

人 類 補 完 計 画 
還 屋 連合 時 褒 妖 唐 会 

夫 紙 に は 「 人 類 補 完 委 員 会 2015 年 度 業務 計画 概要 総括 乱 」 と の 記 
述 が ある 。 

| rie 

フィ フス チル ドレ ン 深 カラ ル と し て NERV 本 部 に 送り 込ま れ 
た 、 第 17 使 徒 タブ リス の こと 。 EVA 式 号 機 を 操り ター ミナ 
ルド グマ へ と 降下 し て アダ ム と の 接触 を 試み 、 ア ダム と され 
て いた 存在 の 正体 を リリ ス と 看破 する 。 そ の 後 自 ら 死 を 望 

み EVA 初 号機 に よっ て 据 殺さ れ た 。 タ ブリ ス も 参照 。 

マ ン ン 
第 17 使 徒 は 、 唯一 の 完全 な ヒト 型 の 使徒 で あっ た 。 

| 第 12 使 徒 

内 向き の AT. フ ィ ー ル ド で 支え られ た 、 影 の よう な 極 薄 の 虚 
数 空間 を 本 体 と する 第 12 使 徒 レ リ エル の こと 。 本 体 に 足 を 
踏み 入れ た EVA 初 号 機 を 本 体内 に 取り 込ん だ が 、 再 起動 し 

た 同機 に 内 部 か ら 残 減 さ れ た 。 レ リエ ル も 参照 。 

空中 に 浮か ん で いる 白 と 黒 の 球体 は 本 体 で は な く 、 こち ら が 影 で ある 。 

©GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委 員 会 
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CE 人 
に HITCHER 

ん で い く 
NERV 第 1 発信 所 で 、 赤木 リツ コ と 伊吹 マヤ 

が NERV の 運営 、 統括 を 担当 する 第 7 世代 コン 
ピュ ー タ 、 MAGI シ ステ ム の 定期 検診 を 行なっ 
て いた 。 高速 で タイ ピン グ す る マヤ だ が 、 リツ コ 
は その 何 倍 も 速く 、 作業 は 大 き な 問題 も な く 終 
了 し た 。「 第 127 次 定期 検診 、 異常 な し 」「 了 解 。 
お 疲れ さま 」NERV の 誇る MAGI シ ステ ム は 、 今 MAGI シ ステ ム は 3 基 の ユニ ッ ト 
日 も 滞り な く 稼 動 し て いる よう だ か ら 構 成 さ れ て いる 。 

「 約 束 ど お り 、 今日 の テス ト に は 間に合わ せ た わ よ 」 ミ サト に 告げ る ! 
か 疲れ た 様子 だ っ た 。「 異 常 な し か …… 母 さん は 今日 も 元気 な の に 、 私 は 

その 後 、 洗面 所 に 向かっ た リツ コ は 、 どこ 
を と る だ け な の か し ら ね 」 

| A.D.2015 

初 号 全 性 に こだわ る ゲン ドウ 
リツ コ か ら の 報告 を 受け た 冬 月 は 
ドグマ を 物理 閉鎖 し 、 シグ マユ ニッ ト と 隔離 する よう 命 
じ た 。 危険 区 域 に いる 職員 は 緊急 退避 し 、 隔壁 が 次 々 
に 閉鎖 され て いく 。 だ が ひと り 落 ち 着 いた 風 の ゲ ンド ウ 
は 警報 を 止め させ る と 、 この 非常 警報 を 上 層 部 に は 詞 
報 と 伝え る よう に 指示 し た 。 次 いで 、 ゲン ドウ は パイ ロ 
ッ ト の 搭乗 し て いな い EVA を 射出 する よう に 命じ る 。 初 
号機 を 最 優先 、 ほ か の 2 機 は 破棄 し て も か まわ な いと 。 

い 計 へ 時 を COCuCe 
環 浴 款 さき St」 。 計 と べ 

エ 環 呈 菩 S 帯 六 Q ct 画 鞍 生 藻 芝 せき と へ ご 世 落 可 < コ m テ 前 

W 
[ 探知 機 の ミス だ 。 日 本 政府 と 委員 会 に は そう 伝え ろ ] だ が 指示 の 間 
く 。「 場 所 が まず い ぞ 」「 あ あ 。 アダ ム に 近 す ぎる 冬 月 の 耳打ち に ゲン ドウ は 

は シグ マユ ニッ ト 全域 に : 
EVA の 射出 を 雪 が せ た 。 

2 
0 
1 
5 
年 

定 M 定 ハシ 汚 汚 第 E 

NII 。、 1 0 > ン \ 
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@NERV 本 部 

NERV 大 深度 施設 で 、 シ ンジ た ち EVA パイ ロッ ト が 

実物 を 模 し た シミ ュ レ ーション プラ グ に 裸 で 乗り 込ん 
で いた 。 プラ グ ス ー ツ の 補助 な し に 直接 ハー モニ クス 
を 計測 する 実験 な の だ 。「 お お 、 速い 速い 。MAGI 様 
様 だ わ 」 感 嘆 す る ミサ ト 。 初 実験 で 1 ヶ月 か か っ た も の 
が 、 いま や 即座 に 処理 され る の で ある 。 だ が そん な 
MAGI シ ステ ム の 働き を 横目 に 、 リツ コ は つぶ や いた 。 
「 ジ レン マ か 。 作っ た 人 間 の 性 格 が 伺え る わ ね 」 

念入り な ボディ ー ク リー ニ 
ング を 受け た 3 人 が プラ グ 
に 乗り 込む 。「 い つも と 違 
う 気 が する ]」 

は 、 自 分 は シス テム アッ プ の 
み で 本 体 を 作っ た の は 母 だ 
と 答え る 。 

その ころ 発令 所 に は 小さ な 異変 が 報告 され て いた 。 
3 日 前 に 搬入 され の 一 部 が 変質 し て いる よう 
な の だ 。 第 87 タ ン パク 壁 に で きた 小さ な 染み の よう 
な 変質 部 分 を 、 明日 まで に 処理 する よう に 冬 月 は 命じ 
る 。 その 話 を 小耳 に 挟ん だ リツ コ は 、 テス ト に 支障 は 

な いと し て 実験 を 続行 し た 。 模擬 体 を 経由 し て シミ ュ 
レー ショ ンプ ラグ を EVA に 接続 する 。 耳障り な 警報 が 
鳴り 響い た の は 、 その 直後 だ っ た 。 

異変 の 理由 を 、 工 期 の 圧縮 
に よる 手抜き 工事 の せい だ 
ろう と 推測 する 青葉 。「 無 理 
な いで す よ 。 み ん な 疲れ て 
ます か ら ね 」 と 日 向 。 

令 !] オペレータ ー の 緊迫 し 

タン パク 壁 の 異常 が 爆発 的 に 増殖 し は じ め 、 リツ コ 
は 即座 に 実験 の 中 止 と 侵食 され た 第 6 パイ プ の 緊急 閉 

の 緊急 射出 を 実施 し 、 そ の 直後 、 
ー が 侵食 部 に 向け て 発射 され た 
ー ル ド に よっ て 跳ね 返さ れ て し ま 

レイ の 小さ な 悲鳴 と 共に も 
が く よ う な 動き を 見 せ は じ め 
る 零 号機 の 模擬 体 。 接続 維 
持 は 危険 と 見 た リツ コ の 対 
応 は す ば や か っ た 。 

出力 の レー ザ 
光 条 は AT. フ ィ 

- フ ィ ー ル ド !?」「 ま さか ! 」 
驚 性 する ミサ ト と リツ コ 。 常 
軌 を 逸し た タン パク 壁 異常 
の 正体 は 、 第 11 番 目 の 使徒 庫 
だ っ た の だ 。 ) 

つい に MAGI シ ステ ム が 侵食 され は 

に 汚染 部 へ オゾン が 注入 され た 。 

を 開始 し た 。 

い 順 応力 に リ 
コ は 異 怖 と 感嘆 
の 混じっ た 声 を 
上 げ る 。「 す ご い 。 
進化 し て いる ん 
だ わ …1」 

じ め る 
使徒 を 分 析 し た リツ コ は 敵 が 酸素 に 弱い も の と 推測 。 た だ ち 

、 使徒 は オゾン に た や す 
く 順応 し た ば か りか 、 マイ クロ マシ ン サ イズ の 身体 で 電子 回 路 を 
構成 し 、 警備 用 コン ピュ ー タ を ハッ ク し は じ め た 。 使徒 は MAGI 

へ 侵入 する 気 な の だ 。 
ゲン ドウ は た だ ち に I/O 
シス テム の ダウ ン を 指 

示す る が 、 すでに それ 
も 使徒 の 管制 下 に あっ 
た 。 そし て つい に 使徒 
が メル キオ ー ル へ 接触 

ーHCVHNtW き 0 

et 0 tS 回 

市 量 き wー 上 上 邊 ヤ ロ へ ご 中 時 在 さ べ oe 立 礁 の t 沿 吾 貞 菩 菩 の (SF 

それ は 瞬く 間 の で き ご と 
だ っ た 。「 ダ メ で す 、 使徒 に 
乗っ 取ら れ ま す !!] マ ヤ が 悲 
痛 な 叫び を 上 使徒 に リ 
プロ グラ ム さ れ た メル キオ ー 
ル が 自律 自爆 を 提訴 する 。 
だ が 3 基 の 合議 制 で 決議 
する MAGI シ ステ ム は 、 バル 

タ ザ ー ル と カス パー が その 
提訴 を 否決 する 。 する と 使 
徒 は 新た な 手段 を 講じ た 。 

射 シ 判 : 射 
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タイ ムラ イ ン シ ー ト 

imeline Sheet 
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使徒 に 乗っ 取ら れ た メ 進化 の 終着 点 を 目指 す 作戦 が 立案 講和 
ルキ オー ル が バル タ ザ ー た だ ち に 対策 会 議 が 開か れ た 。 使徒 の 正体 は で を 
RE 共 的 な 束 さ で 進化 する マイ クロ マシ ン で ある 。 ミ うう え 
RR サト は MAGI の 物理 的 消去 を 提案 する が 、 それ は 者 る る 
を あい 上 の よど お る の 本 部 の 破棄 と 同義 だ と リツ コ が 反論 する 。 さら に ぎく 税 
LS リツ コ は 力強く 言っ た 。「 使 徒 が 進化 し 続け る の な 25 
NER ら 勝 算 は あり ます 」 彼女 の 提示 し た 作戦 は 、 進 化 ろう コ を 
EN の を 強制 的 に 促進 させ る こと で その 終着 地点 一 ー す 2 
示 。 処理 速度 を 極端 に 落 な わ ち 「 死 ] に 到達 させ よう と いう も の だ っ た 。 
と すこ と で 、 敵 の 侵食 束 サ の 

度 を 低下 させ た の だ っ た 。 

と し て 、 MAGI シ ステ ム に 代え 
つい て も 熟知 し て を 

だ 
ム ひ 

と ク 
リツ コ の ひら めき に よ マイ クロ マシ ン サ イズ の 使 | の り を 
っ て 、 一 同 は いく ば く 勝 
か の 猫 予 を 稼ぐ こと 
に 成功 し た 。 

る NERV 本 部 

バル タ ザ ー ル を も 乗っ 
取っ た 使徒 が 、 つ い に カ 

水際 の 戦い で 、 リ ツ コ は 際どい 勝利 を 収め た 
1 秘 っ て ! 」 思 わ ず 振り 返る ミサ ト に 、「 ゼ ロ や マイ ナス じゃ な い の 

よ 」 と 返す リツ コ 。 キー の 上 を すさ まじ い 速 さ で 指 が 踊っ て いく 。 
や が て 合成 音声 の カウ ント ダウ ン が は じ ま っ た けた た まし く 略 く 警報 。 多 

数 決 で 自爆 が 決議 され た 「 押 し て ! 」 リ ツ コ の 合図 で リタ ー ン キー を 叩 ヽ 今 、 カ スパ ー が 支配 され 、 。 徒 に 酔い つく され よう と 
革 委 し て いた 画面 が 逆転 し 、 
2 実 MAGI シ ステ ム は 自爆 

コ 行 を 解除 し た 。 使徒 減 
近く も 余裕 が ある わ 」 と な 衝 き の 2 
お も 冷静 だ っ た 。 動 流 ず 

全集 か 
た 進 1 ミ プ 秒 

バル タ ザ ー ル 陥落 。 

2 蘭 還 放 に 邊 律 自 乾 が 
決議 され た 。 

分 が 、 瞬く 間 に 
自爆 が 決定 すれ ば 本 : エリ ア を 笠 
部 は 跡形 も な い 。 自 を Ci い 返 す 。 そ れ は 

、 物 電装 置 の 作動 まで あ = 6 リ ギ リ の 
Fy と 数 十 秒 を 残す の み 。 

2 
0 
1 
5 
年 

ハ 使 低 変 リ リ 導 自 本 リ 
ツ 徒 下 更 ツ ツ 入江 体 ツ 
まき Pp さ に コ 3 ヨコ が 人 2 を コ 2 
ン バ せよ 決 進 調 
グル る っ ロロ 使 定 プ 査 M 
を タ て ジ 徒 さ ロ A 
開 ザ 侵 ツ 獲 れ グ a 始 食 ク 滅 る ラ ! 

ル 速 モ 案 人 シ 
へ 度 を の ス 
の を ド 提 テ 

の 示 ム 



LILLIPUTIAN HITCHER 

コン ピュ ー タ に 個人 の 人 格 を 
移植 し た 人 格 移植 OS 一 一 その 
第 1 号 が MAGI シ ステ ム な の だ と 
リツ コ は 語っ た 。「 言 っ て みれ ば 
これ は 、 母さん の 脳みそ その も 
の な の よ 」「 そ れ で MAGI を 守り 
た か っ た の 7? ] ミ サト の 問い を リ 
ツ コ は 淡々 と 否定 し た 。「 違 うと 
思う わ 。 母さん の こと 、 そん な に 
好き じゃ な か っ た か ら …… 科 学 

リツ コ は 微笑 み を 浮か べた 
カス パー を 使徒 に 直結 し な 

けれ ば な ら ず 、 一 歩 遅 けれ ば 、 カス パー が 染 さ れる 危険 性 も ある 。「 そ の 
プロ グラ ム 、 間 に 合う ん で し ょ う ね ] 約 束 は 守る わ 」 厳 し く 問 う ミ サト に 
答え る リツ コ 。 す ぐに 準備 に 取り 掛か ろう と 、MAGI シ ステ ム の な か へ 入り 

込ん だ リツ コ た ち は 内 部 の 様子 
に 目 を 見 張っ た 。 そ こ に は か つて 

の 関係 者 が 書い た と 思わ れる 裏 
コー ド の メモ が びっ し り と 貼り 

付け られ て いた の だ 。「 こ れ な ら 

へ 計 mwS 引 涯 + と 一 十 。 テ cli 

EE に ei 

い 信 意外 と 早く プロ グラ ム で きま す 教 は そ 者 と し て の 判断 ね 」 
3 ! ね 、 先 輩 ! 」 は し ゃ ぐ マ ヤ に リツ えり は 6 

人 ユ コ も 叙 い て みせ た 。 よ 選 ひ MAGI に 母 の 人 格 が 移植 
M ね を され て いる こと を 語り つつ 、 
信 ち 狂 リツ コ は て き ば き と 作業 を 

MAGI シ ステ ム の 裏 技 大 1 た え 推し 進め て いっ た 。 
全集 と で も いう ぺき メモ の 
の 山 。「 あ り が と う 、 母 さ えら カバ ー を 切除 し 、 む きだ し に 

| され た 中 枢 部 分 。 人 の 脳 に 
酷似 し て いる この ユニ ッ ト が 
カス パー の 本 体 で ある 。 

AD.2015 。 ジ ー 。  @NERV 本 部 

その ころ 、 シミ ュ レ ーション プ 
ラグ ご と 人 週 湖 へ 射出 され た シ 
ンジ た ち は 、 状況 も わ か ら ぬ ま 
ま に プラ グ 内 に 閉じ 込め られ て 
いた 。 遠く か ら 警 報 解除 の アナ 
ウン ス が 小さ く 聞こ えて くる 。「 何 
が どう な っ て ん の ? 」 首 を か し げ 
る シン ジ 。「 も うっ 、 裸 じゃ どこ に 
も 出れ な いじ ゃ な い の ! 早く 誰 
か 助け て ぇ ー! 」 ア スカ の 叫び が か で と 学者 だ っ た ナ 

湖上 に 空しく 響い た 。 = 1 2 

リツ コ は 母 へ の 複雑 な 思い を 吐露 し た 
作戦 終了 後 、 ミ サト と コー ヒー を すす る リツ コ つた 。 

死 の 前 夜 、 母 は 「MAGI は 3 人 の 自分 だ 」 と 語っ た と 。 
科学 者 、 母 、 そ し て 女 と し て の ナオ コ が せめ ぎ あ う の が 
MAGI シ ステ ム な の だ 。 元 通り 格納 され て いく カス パー を 
な が め つ つ 、 リツ コ は 続け た 。「 カ スパ ー に は ね 、 女 と し て 
の パタ ー ン が イン プッ ト さ れ て いた の よ 。 最後 まで 女 で い 
る こと を 守っ た の ね 。 ほん と 、 母さん らし いわ 」 

「 ま た 約束 守っ て くれ た わ ね 。 
お 疲れ さん 」 療 労 因 信 し て いる 
リツ コ に 、 ミ サト は 熱い コー ヒ 

ー を 差し 入れ た 。 

プリ ハ 使 ス 自 使 必 ひ リ 

93 1 $3 ジ a 
2 2 シシ 2 ト 進 贅 43 た 3 ド 
ムカ グ ス ブリ 滅 2 母 
を ス を パ ロ の 
開 パ 開 1 グ 途 思 
始 1 始 へ ラ 方 (0 
す の の ム に 出 
る 暮 避 

れ 
る 

@⑨GAINAX・ カ ラー/Projct Eva. @GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D15-』 
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HE TWELFTH ANGEL LELIEL ANNIHILATION BATTLE 

第 12 使 徒 レ リエ ル の 内 部 に 呑ま れ た 初 号 機 で あっ 
内 側 か ら 引 き 裂 く 姿 は 、 獣 その も の 。 そ し て 、 使徒 の 体液 を 全 。 

ディ ラッ ク の 海 一 一 

使徒 内 部 に 取り 込ま れ た 初 号機 

固有 波形 パタ ー ン の 99.89% まで が ヒト の 遺伝 子 

と 同一 と され る 使徒 で は ある が 、 果たし て どの 程度 

の 意識 や 思考 と いっ た も の が 存在 する の か は 、 全 

く の 謎 と され て いる 。 し か し 、 その 謎 を 解く 糸口 と 

な る か も し れ な い 出 来 事 が 、 第 12 使 徒 レ リエ ル と 

の 戦い で 偶発 的 に 発生 する 。 この 戦闘 に お いて 、 使 

徒 は 対象 を 体内 に 取り 込む と いう 特異 な 形 な が ら 、 

初 号 機 と 同 パイ ロッ ト へ の 接触 を 試み た と され 、 そ 

の 思考 レベ ル の 一 端 を 垣間見 せ た 。 

当初 、 NERV 本 部 は 、 実体 と 影 の 関係 が 相反 し 

て いる と いう 、 使徒 の 中 で も 極め て 特異 な 特徴 を 

持つ 敵 の 能力 を 見 抜く こと が で きず 、 使徒 の “ 影 " 

で ある 浮遊 する 球体 を 本 体 と 誤認 し て 、 攻撃 プラ 

ン を 作成 。 結果 、 万 事 が 後手 に 回 り 、 初 号機 を 使 

徒 本 体 の 内 部 に 拡がる 虚数 空間 「 デ ィ ラ ッ ク の 

海 」 に 呑み 込ま れ 、 ロ スト する と いう 想定 外 の 事態 

Ilustration by K2 Shoukai 

戦 が 実行 され る 直前 、 初 号機 は 使徒 の " 影 ! の 部 分 に 相当 する は ず の 球体 の 内 部 を ぶち 破り 、 独 力 で 脱出 し で きた 。 史 呼 を 上 げ て 、 使 徒 を 
体 は 、 血 に まみ れ た か の よう に 赤く 染まり 、 見 る 者 を 長 頂 させ た 。 

が 発生 し た 。 これ を 受け て 、 攻撃 は 中 断 、 撤 退 を 余 

儀 な くさ れ 、 作戦 は 使徒 の 嘩 減 か ら 初 号機 回 収 へ 

と 変更 され る こと と な る 。 

一 方 、 使徒 内 部 に 閉じ 込め られ た 初 号機 の パイ 

ロッ ト は 、 各種 セン サー を 用 いて 使徒 内 部 の 空間 を 

探査 後 、( 期 待 で きる 成果 は 得 ら れ な か っ た こと も 

あり ) 自 力 脱出 を 断念 。 非常 用 で ある 生命 維持 モ 

ー ド に て エン トリ ー プ ラグ 内 で 救助 を 待つ と いう 行 

動 を 取っ て いる 。 一 説 に よれ ば 、 こ の 時 、 パイ ロッ 

ト は “も う ひ と り の 自分 と の 会 話 " を 体験 し た と され 

て お り 、 それ は 使徒 と の な ん ら か の コン タク ト (ある 

種 の コミ ュ ニ ケー ショ ン と も 換言 で きる ) の 結果 で 

あっ た と 起 定 さ れる 。 し か し な が ら 、 エン トリ ー プ ラ 

グ に 充填 され て いた L.C.L. 溶 液 の 汚濁 、 長 時 間 閉 

寒空 間 に 閉じ 込め られ た こと に よる 精神 疲 労 に 起 

因 す る パイ ロッ ト の 意識 混濁 な ど を 考慮 する と 、 幻 

覚 を 員 ぎ な いと いう 捉え 方 も あり 、 今後 一 

層 の # 要 で あろ う 。 

時 号 拓 回 収 と レ リ エ ル 戦 の 頭 末 だ が 、 艇 旦 

くべ きこ と に 活動 限界 を 超え て いた は ず の 初 号 機 が 

使徒 の 内 部 か ら 自力 で 脱出 。 さら に 、 この 脱出 劇 の 

際 、 初 号機 は 敵 の “ 影 " を 内 部 か ら 引 き 裂 いて 、 

使徒 を 獲 減 し て いる 。 の ちの 調査 で 、 脱出 時 の パ 

イロ ッ ト は 意識 不明 で あっ た こと が 判明 し て お り 、 明 

ら か に 初 号 機 が 何かしら の 要因 に より (これ も 非 公 

| 式 で は ある が 、 パイ ロッ ト は 意識 が な く な る 直前 に 、 

亡き 母親 の 幻覚 を 見 た と いわ れ て お り 、 ここ に 特別 

な 因果 関係 を 指摘 する 向き も ある )、 完全 な 自律 活 

動 を 行なっ て いた こと と な る 。 その 行動 は 暴走 状態 

に 近 し く 、 あたかも 初 号機 が 意志 を 持っ て いる よう 

で あっ た と の 報告 も あり 、 EVA シリ ー ズ の 驚く べき 

ポテ ン シ ャ ル を 我々 に 知ら し め た と いえ よう 。 

第 9 新 東京 市 に 出現 
し た 第 12 使 徒 レ リ エ 
ル 。 上空 に 見 える 巨 

| 大 な 球体 は " 影 ! で し 

者 第 121 
較 強 制 サル ペー 
意 デ ィ ラ ッ ク の 海 

言 AT. フ ィ ー ル ド 
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富士 山 の レー ダー 監視 所 に も 探知 きれ る こと な く 、 

第 3 新 東京 市 上 空 に 現れ た パタ ー ン ・ オ レン ジ ( 未 

確認 ) の 巨大 な 球体 。 NERV 本 部 は この 物体 を 使徒 

と 断定 (この 段階 で の MAGI の 判断 は “保留 "で あっ 

た ) する 。 住民 避難 の 完了 を 待っ て 、 EVA チー ム を 

迎撃 配置 に つか せ た 。 作戦 プラ ン と し て は 、 ビル 群 

を 縫っ て 1 機 が 先行 、 残り 2 機 が 援護 し つつ 目標 に 

接近 し て 反応 を うか が い 、 可能 で あれ は 市 街 地域 外 

へ と 誘導 し 残 減 する 算段 が 立て られ た 。 

装備 マッ シュ ・ ホ ー ク 
機 の 装備 は 、 出 撃 し た EV』 

リー ズ の 中 で は 唯一 銃火 器 類 で は な 二 

い 格闘 戦 用 の 大 型 武 器 、 スマ ッシュ ・ 

ホー ク 。 打撃 武器 と し て 破壊 力 の 期 

待 で きる スマ ッシュ ・ ホ ー ク は 、 目 標 に 
対し て 決定 的 ダメ ー ジ を 与え る た め の 

"とどめ の 一 撃 "を 目的 と し て 装備 され 

た と 考え られ る 。 

初 号機 が 先 鐘 、 残 り 2 機 が バッ クア ッ プ と 各 機 へ の 

役割 分 担 は 現場 の パイ ロッ ト 間 の 協議 に よっ て 決定 。 

その まま 作戦 は 決行 され た が 、 いざ 初 号機 が 目標 へ 

到達 し た と き 、 他 の 2 機 は まだ 移動 中 だ っ た に も 関わ 

ら ず 、 初 号機 パイ ロッ ト は 独断 専行 で 攻撃 を 開始 し 

て し まう 。 そし て 、 初 号機 に 攻撃 され た 使徒 は 、 突如 

と し て 消失 。 その 直後 、 初 号機 は 足下 に 拡がっ た 謎 

の 影 ( の ち に 使徒 の 本 体 と 判明 ) へ 沈降 し 、 使徒 内 部 

へ と 取り 込ま れる と いう 不測 の 事態 に 。 この 予想 外 

の 展開 に 対し 、 現 場 指揮 官 は 作戦 続行 困難 と 判断 。 

残る EVA シリ ー ズ に は 撤退 命令 が 下さ れ た 。 

記事 
作戦 前 日 の ハー モニ クス テス ト 

けれ ば 、 それ だ け EVA を スム ー」 
各 パ イロ ッ ト 

ステ スト 」 を 定期 的 

12 使 徒 出現 前 日 も と の テス ト が 

llustration by (twinbell) Tokiko Yuzawa / Akio Unuma 

突如 、 第 3 新 東京 市 上 空 に 出現 し た 球体 に 対し 、NERV 本 部 は 使徒 と し て 迎撃 作戦 を 立案 、EVA シ リー ズ は 、 そ れ ぞ れ 異な る 武 ミン 
装 を 施さ れ 、 市 街 地 の 各所 へ と 配置 され た 。 

TACT 

EVA 初 号 機 ーーーー 

号機 が 装備 し た 火器 は 、 近接 射 

記 on する 、 ピス トル 弄 の 銃 
器 、 ハン ドガ ン で ある 。 取り 回 し に 優 

れ た ハン ドガ ン は 、 作戦 エリ ア が ビル 
の 林 に 

し た も の で あり 、 近 距離 か ら の 目標 へ 

の 直接 攻撃 、 も し く は 牽制 に 適し た 装 

備 で あっ た と 考え られ る 。 

ーー ーー 戦力 分 析 # 回 
イフ ル 

号機 の 装備 は 、 月 離 の 比較 的 長い , 
の 2 と わっ ( ン ル て ちる 中 遠 距  , 層 
離 か ら の 目標 へ の 射撃 攻撃 な ど 、 目 標 へ と 接 

近 す る 初 号機 、 機 の 後方 か ら の バッ クア @ 

ッ プ を 想定 し て いた う 。 その た め 、 作戦 
時 に お ける 機動 性 は 非常 に 低い 。 

= ーー | 5 人 
浮遊 する 球体 に 対し て 攻撃 が 行なわ れ た も の の 効果 は 認め られ な か っ た 。 さ ら に その 上 、 初 号機 の ロス ト と いう 最悪 の 結果 を 招 
き 、 攻 撃 は 中 止 さ れ た 。 以後 、 作 戦は 初 号機 を 回 収 す る サル ベー ジ 作 戦へ と 変更 され る こと に な る 。 

引 対 レ リ エル 戦 作戦 経過 
ーー ニー ニー ニーーーー ーーーーーーーーーーーーーー ee 

1 戦闘 配置 、 目 標 へ 接近 央 請 市 街 地上 空 を 浮遊 移動 
街 地上 上空 を 漆 選 を 使徒 と する 目標 に 対し 、 EVA 各 市 地上 空 を 放す る 球体 を 信和 と 入ら の 
定 し た 発令 所 の 指示 に 基づき 、 EVA チー 本 
へ は 標 を 三方 か ら 取 り 囲 む よ う な 形 で め 、 アン ビリ カル ・ ケ ー ブ 
置 に つく 。 目標 の 反 ル の 制限 も あり 、 移 

| 手間 取る 場所 も あっ た 。 

2 初 号機 、 独断 で 先制 攻撃 の 
いち 早く 目標 地点 に 到着 し た 初 号機 は 、 月 株 の 和良 名 に 

し た 初 号機 は 、 バッ クア 
他 の 2 機 の 配置 完了 を 待ち きれ ず 、 独断 で ッ プ の 配置 を 待た ず 、 単 
攻撃 を 開始 。 射撃 後 、 目 標 は 突如 と し て 消 独 で の ハン ドガ ン に よる 
減 、 その 直後 に 初 号機 直下 に パ バターン ・ 射撃 と いう 、 慎重 さ を 欠 
プルー( 使 徒 ) が 確認 さ # いた 行動 を 取っ て し まう 。 

| 使徒 影 へ 初 号機 が 沈下 ” 
急速 に 拡がっ た 影 の 中 へ と 初 号機 は 奉 了 1 機 周辺 の 下 下 に 出 
a 現し た 影 状 の 物体 。 初 み 込 まれ て ゆく 。 パイ ロット は パニ ッ 号機 は 、 攻 撃 も 空しく 、 | 

と な り 、 ハ ンド ガン を 影 へ 向け て 乱射 する 漆黒 の 旗 な し 沼 の よう な 
効果 は な く 、 初 号機 は その 中 へ と 影 の 中 へ と ジワ ジワ と 引 

きず り 込ま れ て いっ た 。 

4 使徒 、 弐 号機 側 へ 接近 5 紳 N 上 空 の 目標 に 射撃 を 開 

弐号 機 は 初 号機 の 攻 接 に 向かう が 間 NARO OR 
8 3 な し 。 初 号機 を 呑み 込ん 

= 符号 機 は 球体 に 向け て 射撃 を は 、 続 いて 弐号 機 直 
た も 着弾 前 に 便 徒 は 消 渋 。 そし | 下 へ 移動 。 弐号 機 は ビ 

に 例 の 影 が 出現 、 弐 与 機 ル を 登坂 。 か ろう じ て 、 回 
登坂 し て 回 避 し た 。 

5 作戦 中 止 、 撤 退 命令 w ン 
市 西区 ES a 

た 。 撤退 命 NERV 

論 本 部 は ヘリ か ら の 目視 を 
含め 、 使徒 の 本 格 的 な 
調査 を 開始 する 。 

(⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva.⑨GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D15- 議 
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調査 の 結果 、 当初 に 使徒 本 体 と 思わ れ た 球体 は 

あく まで 影 の よう な も の で 、 地面 に 拡がる 影 状 の 平 

面 物体 こそ が 、 使徒 その も の で ある こと が 判明 。 さ 

ら に その 内 部 は 虚数 空間 に 繋が っ て いる と 推論 が 立 

で られ た 。 赤木 リツ コ 博 士 は 解析 結果 を 基 に 、 大 量 

の n* 爆 雷 の 爆発 力 と EVA の A.T. フ ィ ー ル ド の 相乗 効 

果 を 利用 し 、 使徒 内 部 の 虚数 空間 に 干渉 する こと 

で 、 初 号機 を サル ベ ページ す る こと が 可能 と 試算 。 使 

徒 に 呑み 込ま れ た 初 号機 の 救出 作戦 を 立案 し た 。 た 

だ し 、 この 作戦 は パイ ロッ ト 救 出 よ り も 機体 の 回 収 

を 主眼 と し て いた た め 、 EVA チー ム の 指揮 を 執る 葛 

城 三佐 は 、 異議 を 唱え た よう だ 。 し か し 、 結局 は 赤 

木 リ ツッコ 博士 の 直接 指揮 に より サル ベ ページ 作戦 は 決 

行 さ れ て いる 。 それ で も 、 初 号 機内 に 残さ れ た パイ 

ロッ ト の 生存 確率 は 高い と 考え られ て いた た め 、 パ 

イロ ッ ト の 生存 可能 時 間 内 に 決行 で きる よう 、 準備 

は 進め られ て いた こと を 追記 し て お く 。 

2 EVA に SA フィ ー ル ド 展 開 

作戦 の 第 2- フェ ー ズ で は 、 残存 する 2 

徒 
能 時 間 は 、 わずか 1/1.000 秒 間 

持 モ ー ド "が 存 

最低 限 に 抑え る 

備 さ れ て お り 、 相乗 的 NN の が 

ポー ト 能 力 を 実現 し て い 

A.T. フ ィ ー ル ド を 用 いた 攻防 
対 使徒 戦 で は 、 常 に 斉 」 

Mustration by (twinbell) Tokiko Yuzawa 

1 PT 

現存 する 992 個 の nm 爆雷 を 、 使徒 の 中 心 部 へ と 投下 。 全 弾 

と に より 、 膨大 な エネ ルギー を 使徒 内 部 に 拡 

間 へ と 送り 込む 算段 で も っ た 。 これ が 、 サ 

の 第 1 フェ ー ズ で ある 。 

対 サ キ エ ル 戦 で も 使用 され た n* 

爆雷 。1 発 で も 破壊 力 は 凄まじ 
く 、 それ を 992 個 使用 する 予定 
で あっ た 本 作戦 は 、 周辺 被害 拡 
大 の リス ク も 大 きか っ た 。 

な 爆発 エネ ルギー に より 、 繋が 
間 ご と 使徒 を 内 部 か ら 破 壊 。 そ # 
収 す る の が 、 作戦 の 最終 目的 で あ - 号機 の 機体 を 

題 

= キキ ママ ーママ ESE BE ES CE WS 

ョ レ し 間 の 能 と 内 部 構造 

12 控 レ リエ ル だ が 0 は 地面 に 撤 が る 下 680 
メー トル 、 厚 さき 3nm( ナ EN 

OM DS ゆる “ 

エン トリ ー プ ラグ 内 か ら 見 
た 、 レ リエ ル 内 部 の 虚数 空 
間 。 空白 の 世界 が 拡がっ 
て お り 、 香 み 込 まれ た 他 の 
物体 は 目視 で き な い 
空間 は ソナ ー や レー ダー 流 
も 反射 し な い ほど 広大 な 
も の で ある 。 

"と 呼ば れる 央 数 
り 空間 へ と 看 

和 き 珠 な 能力 を 有 し て い 
虚数 回 路 を 閉じ る と 、" 影 "で あ 

赤木 リツ コ 博 士 が 作 湯 現場 で 示し た レ リ エ 
念 。 超 弦 理 論 と 関連 が ある の 

か 「 ス トリ ング ス 」 と いう 単語 が 確認 で きる 。 

赤木 リッコ 博士 は 、 初 号機 の 強制 サル ベー ジ 作 戦 
を 立案 する に : て 、 レ リエ ル の 極め て 特異 な 構 
造 を 迅速 に 分 析 推 論 す る 必要 が あっ た 。 博士 は 、 
それ を 作戦 現場 で 行なっ た の で ある 。 
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⑩ レ リ エル 迎撃 作戦 
いえ ば 、 本 迎撃 作戦 は 完全 な 失敗 で ある 。 

た 先制 攻撃 な ど 、 と に か く 粗 = 
の ロス ト な ど は 、 慎重 な 判断 さえ あれ ば 未然 
も 可能 で あっ た は ず 

把握 で き な か っ た こと が 作戦 失敗 の 要因 の ひと つ で あろ 

@ 強制 サル ペー ジ 作 戦 
使徒 内 部 に ロス ト し た 初 号機 の 回 収 を 主 目的 に 立案 

され た 本 作戦 。 実行 直前 に 初 号機 が 使徒 内 部 より 独 
カカ で 脱出 、 同時 に 使徒 を も 粉砕 し た た め 、 遂行 され る 

人 類 補完 委 貞 に よる 尋問 
対 レ リ エル 戦 に お いて 、 人 類 補完 委員 会 が 興味 を 持 

が 、 初 号機 パイ ロッ ト と 使徒 と の 接触 の 可能 性 

っ た 。 NERV 本 部 に 対し て 、 委員 会 は パイ ロッ ト へ 

の 直接 尋問 を 要 ヨ 、 EVA チー ム の 作戦 指揮 官 で 
ある 葛城 作戦 終了 後 の 疲 星 し きっ た パイ ロッ 

ト の コン ディ ショ ン を 鑑み 、 こ れ を 拒否 。 自ら 代理 と し て 

委員 会 の 質疑 に 応じ て いる 。 委員 会 は 初 号機 パイ ロッ 
ト が 使徒 内 部 で 体験 し た 心理 的 事象 を 、 使徒 に よる コ 

ンタ クト と 捉え て お り 、 予想 し うる 第 13 使 徒 以降 の 行動 
パタ ー ン へ の 影響 や 使徒 の “人 の 心 "に 対す る 関心 な 

ど を 探る 手がかり と し た か っ た と 考え られ 

実は この 尋問 の 場 に は 、 衛 

ゲン ドウ 指令 も 同席 し 、 傍聴 し て いた 。 

3 介 城 ミ サト 
委員 会 の 面々 は 、 レ リエ ル 戦 で 初 号機 パイ 
ロッ ト と 使徒 と の 接触 が 識 し 

Ilustiation by K2 shoukai 

の 物体 。 それ こそ が 、 第 12 使 徒 の 本 体 だ っ た 。 だ が 応戦 も 空しく 、 初 号 機 は 影 の 中 へ と 沈降 し て いく の で あっ た 。 

⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva.@GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D15- 必 
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|EVA 銃 大 器 類 

VA FIREARMS 

自 走 陽電子 砲 と し て 開発 され て いた 試作 機 を 、EVA 用 に 意 避 改修 し た ボ ジ ト ロン スナ イ バ ー ラ イフ ル 。 

個体 ど と に 特徴 の 異な る 使徒 に 対抗 する た め 、 妨 造兵 器 に よる 作戦 遂行 を 余 仙 な くさ れる と いう 珍し い ケ ー ス も あっ た 。 

EVA 銃火 器 類 
| 

EVA FIREARMS 

火薬 や 様々 な 気体 の 圧力 を 用 いて 弾丸 を 発射 ( あ 

る い は 何ら か の 物体 を 高速 で 射出 ) す る 、 携行 可能 

な 武器 一 一 銃火 器 。 その 誕生 に は 諸説 ある が 、 その 

存在 が 実際 に 使用 され た 瞬間 に 「 力 」 の 価値 観 を 一 

変 さ せ た で あろ うこ と は 、 疑い よう の な い 事 実 で ある 。 

当然 な が ら その 有用 性 は 、 そ れ ま で 刀剣 類 、 鈍 器 類 、 

竿 状 武器 、 投入 武器 、 射出 武器 が 主 兵 器 と な っ て い 

た 戦場 に お いて 注目 され 、 人 類 が 繰り 返し て きた 今 

日 に 至る まで の 戦争 の 歴史 の 中 で 、 用 途 ご と に 進化 

を 人 遂げ て 行く こと と な る 。 銃 に つい て は 、 大 別 する と 

片手 で 携行 可能 な 小型 銃 一 一 拳銃 、 長い 銃身 を 備 

え 拳 銃 を は る か に 凌 索 する 威力 と 精度 を 誇る 施 条 銃 

ーー ライ フル 、 数 十 一 数 百 発 の 子 弾 が 詰め られ た 「 散 

弾 」 を 発射 可能 な 銃 一 ー シ ョ ッ ト ガ ン 、 大型 だ が 連射 

可能 な 機関 銃 一 一 マシ ン ガ ン 、 手 樽 弾 程度 の 大 口径 

弾 体 を 射出 する 摘 弾 発射 筒 一 一 グレ ネー ドラ ンチ ャ 

ー と いっ た 様々 な 形態 に 派生 。 銃 以外 の 携行 火器 に 

つい て は 、 歩兵 が 携行 可能 な 小型 の ロケ ッ ト 砲 一 一 

ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー と いっ た 、 人 以外 を も 破壊 し 得る 

強力 な 火器 が 生み 出さ れ て いる 。 

2015 年 に 使徒 の 襲来 に 直面 し た 世界 に お いて 、 対 

使徒 戦略 の 最前 線 に 立つ こと を 義務 づけ られ た 汎用 

人 型 決戦 兵器 ・ 人 造 人 間 エ ヴァ ン ゲ リオ ン 一 一 。 こ 

の ヒト の 形 を 有 し た 超 兵 器 も また 、 必然 的 に 相応 の 

火力 を 有 し た 銃火 器 を 携行 し 、 使徒 に 立ち 向かう こ 

と と な る 。 その EVA が 使用 し た 銃火 器 の ほとん ど は 特 

定 の 国 の 軍事 体系 に 依ら ず 、 EVA を 建造 し た NERV 

と いう 特務 機関 (ある い は その 前 身 で ある ゲ ヒ ルン ) 

の 元 で 開発 され た も の で あっ た 。 EVA 専用 の 銃火 器 

を 開発 する の で あれ ば EVA 自体 の 建造 と 並行 し て 進 

め る こと が 望ま し く 、「 パ レッ トラ イフ ル 」「 ハ ンド ガン 」 

「 バ ズー カ 」「 ハ ンド バズ ー カ 」 と いっ た 様々 な 形態 の 

銃火 器 が 開発 可能 と な っ た の も 、 偏 に その 恩恵 で あ 

っ た と いえ よう 。 また 、 NERV の 高度 な 技術 に より [「 実 

用 化 は 不可 能 に 近い 」 と 言わ れ て いた 陽電子 砲 タイ 

プ の 箕 天 至 も 開 発 され る な ど 、 結果 的 に EVA の 銃火 

生類 は 貢 、 硬 共 に 充実 し た も の と な っ た 。 た だ し 、 使 

付 ほ 葬 対 釣 を 謗 鞭 と し て 擬 能 する AT. フ ィ ー ル ド を 有 

し て いた た め 、 有 効 打 を 与え る に 至ら な い 場 合 が 多 

か っ た と も 言わ れ て いる 。 

な お 、NERV と いう 機関 は 国連 の 一 機関 で は ある 

が 、 その 存在 が 公 に され て いな い ( 実 質 的 に は 、 対外 

的 に 真 の 姿 が 隠さ れ た ) 特務 機関 で ある 。 その た め 、 

銃火 器 の 開発 費用 は 世界 の 代表 た る 国連 か ら 下 り て 

いた は ず だ が 、 額面 に つい て は 公表 され て いな い 。 ま 

た 、 銃火 器 の 中 に は 劣化 ウラ ン 弾 、 EVA 専 用 ポジ ト 

ロン ライ フル な ど 、 その 使用 に より 環境 や 人 体 へ の 影 

翌 が 懸念 され る も の も あっ た 。 それ に も 関わ ら ず 、 こ 

の 懸案 も 、 一 般 人 は お ろか 第 3 新 東京 市 の 住民 に す 

ら 公表 され て いな か っ た 。 これ ら の 事実 か ら NERV を 

紺 弾 する 声 が 上 が る こと も 予想 され た が 、 最後 の 使 
徒 を 残 減 し た 後に 人 類 補完 計画 が 発動 する まで 、 つ 

い に NERV が 追及 を 受け る こと は な か っ た 。 
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A と | 
才 の | AT. フ ィ ー ル ド を 持つ た め 、 通 
の 常 の 兵器 で は まっ た く 歯 が 立た な 

| 銃 を | い 使徒 。 その 未知 の 英 に 対抗 す 
| 火 見 | る こと を 義務 付け られ た EVA の た 

器 所 め に 、 実体 弾 タ イプ の 銃火 器 の 
を | みな ら ず 、 A.T. フ ィ ー ル ド を 直接 突 

破 し 得る 陽電子 砲 タイ プ の 銃火 

| 器 開 発 も 進ん で いた 。 様々 な 状 

況 に 対応 すべ く 開発 され た 銃火 器 

は 、 NERV の 戦術 作戦 部 ( 主 に 葛城 ミサ ト ) の 立案 し 

た 作戦 に 応じ て 活用 され る こと と な る 。 ち な み に 、 

EVA を 有する NERV が 各 銃 火器 の 開発 当初 か ら ALT. 

フィ ー ル ド の 存在 を 考慮 し て いた こと は 想像 に 難く な 

い 。 EVA が 使徒 に 対抗 し 得る 唯一 の 戦力 と 言わ れ 

る 所 以 は 、 そ の 性 能 の 高 さ の みな ら ず 、 使徒 と の 戦い 

を 見 据え た 総合 的 な 開発 体制 に ある と いえ る だ ろう 。 

封入 し た 陽電子 を 粒子 加 
速 器 内 で 加速 し 、 光 速度 | 剛 
に 匹敵 する 速度 で 発射 す 
る 陽電子 砲 タ イプ の 銃火 
器 。 明 ら か に 対 使徒 戦 を 
想定 し た 兵器 と いえ よう 。 

パレ ッ ト ラ イフ ル を は じ め と 
する 実体 弾 タ イプ の 銃火 器 

= その 質量 
通常 兵器 

ーー 事項 

EVA FIREARMS 

VA FIREARMS 

IEVA が 使用 する 銃火 器 の 種類 と 特徴 
EVA が 使徒 と の 戦闘 で 使用 し た 銃火 器 は 、 基本 的 に 実体 

弾 タ イプ と 陽電子 砲 タ イプ に 分 けら れる 。 どちら も NERV が 技 
術 の 粋 を 結集 し て 開発 し 、 既存 の 通常 兵器 を は る か に 凌ぐ 威 

Mustration by Akio Unuma 

力 を 有する こと は 間違い な い 。 た だ し 、 対 使徒 戦 に 
A.T. フ ィ ー ル ド 、 ある い は 使徒 自身 の 強固 な 外部 装甲 
る こと が 多く 、 と ど め を 刺す に 至ら な い 場合 が ほとん ど だ っ た 。 

@s パ レッ トラ イフ ル 一 ーー 
EVA の 武器 と な る 連 和 性 能 が 高い マシ ン ガ ンタ イ 

プ の 銃火 器 。 弾頭 の 加速 に 電磁 気力 を 利用 し た 一 種 の レ 

ー ル ガン で 、 鉄 や 鉛 な どの 一 般 的 な 金属 より 比重 が 重い 

劣化 ウラ ン 弾 を 高速 で 撃ち 出す た め 高い 貫通 力 を 誇る 。 

@e ハ ンド ガン 一 ーー ② 
EVA 専用 の 銃火 器 の 中 で は 最も 小型 で 、 近 距 離 で の 戦 

闘 を 想定 し た 拳銃 タイ プ の 兵器 。 な お 、 実体 弾 を 使用 す 
る 兵器 で ある こと は 確か だ が 、 その 弾頭 に いか な る 金属 が 

使用 され て いる か は 明らか に な っ て いな い 。 

@ 
| @ rr 

| 後方 支援 機 が 使用 する 狙撃 用 の 銃火 器 。 狙撃 用 スコ 
| 一 プ と 三脚 を 標準 装備 し 、 命 中 率 を 重視 し た 仕様 と な っ 
| て いる 。 ち なみ に 、 同 じ く 狙撃 用 の ボ ジ ト ロン スナ イ パ ー 

ライ フル と は 異な り 、 実体 弾 を 撃ち 出す タイ プ で ある 。 

ロケ ッ ト 推進 式 の 旬 体 を 概 ち 出す ロケ ッ ト ラン チャ ー 
| 全長 は EVA の 身の丈 程 も ある た め 、 錠 遇 作戦 の た め に 用 
| 意 され た 火器 と 考え られ る 。 な お 、 そ の 構造 や 弾頭 (内 部 
糧 薬 ) な どの 仕様 は 明らか に な っ て いな い 。 

ee ハハ ーー 

EVA 専用 パ ズ ー カ を 小型 化し た 携帯 火器 。 機能 的 に は 、 

| ロケ ッ ト ラ ンチ ャ ー( あ る い は 無 反 動 砲 ) に 分 類 さ れる 火器 
と 考え られ る 。 な お 、 バズーカ と は も と も と 米 軍 製 ロケ ッ ト 

[ 発射 器 の 愛称 で ある 。 

- 

戦略 自衛 隊 つ くば 技術 研究 本 部 か ら 徴発 し た 自 走 陽 電 
子 砲 を NERV が 改良 し た も の 。 第 5 使徒 ラミ エル の A.T. フ 

ィ ー ル ド を 貫く た め に 必要 と され る エネ ルギー 量 1 億 8 千 万 

kW と いう 英 大 な エネ ルギー を 集束 し て 撃ち 出す 。 

ジ ト ロン 5 

トロ ン ) を 弾 体 と し 、 赴 度 で 射出 する 陽 Ct 
電子 砲 タイ プ の 銃火 器 。 ポジ トロ ンス ナイ パー ライ フル ほ 
どの 大 出力 に は 耐え られ な いも の の 、 携帯 火器 と し て は パ 
レッ トラ イフ ル を は る か に 湊 ぐ 威力 を 誇る 。 

EVA 専用 ボ ポジトロン ライ フル に エク ステ ンション バレ ル と 

望遠 スコ ー プ を 装備 し た 改修 モデ ル 。 長 距 離 射撃 が 可能 
な ほか 、 陽電子 貯蔵 ユニ ッ ト が 外装 式 マ ガ ジ ン と な っ た こ 

と で 連続 発射 も 可能 と な っ て いる 。 

1 
| 

器 と し て は 、 こ れ まで に 紹 ! 
大 出力 ポジ トロ ン ラ イフ ル 改 が 挙げ ! 
ジ ト ロン スナ イ バ パー ライ フル を スタ ン | 

に 改装 し た 同 兵器 は 汎用 性 が 向上 し た 反 ! 
面 、 火 力 面 で は 原型 機 よ り も や や 劣っ て いた よう だ 。 ! 
ちな み に 、 大 出力 ポジ トロ ン ラ イフ ル 改 を 含む 9 つの 銃 「 

火器 の ほか に も いく つか の 銃火 器 が 用 意 さ れ て いた も の | 
と 考え られ て いる が 実戦 で 使用 され る こと は な か っ た 。 1 

= 銃火 器 の 成 力 と 射程 中 区 
EVA が 使用 する 銃火 器 の うち 、 基 本 的 に 実体 弾 タ イプ は 運 

射 性 能 や 取り 回 し に 優れ て いる 反面 、 対 使徒 戦 に お いて は 

威力 が 足り な い 場合 が 多かっ た 。 一 方 陽電子 奏 タ イブ は 射 
程 呈 区 、 成 力 共 に 充実 し て いた も の の 、 移 動 に 大 き な 制 限 が 
加わ る な ど 、 ど ちら も 伴内 容 に 応じ た 運用 が 求め られ た 。 

還 寺 子 圭 タイ ブ の 凌 交 召 に つい て は 成 力 、 射程 中 離 共に 
大 所 詩 外 の そ も 抽 得 に 収め る こと が 可能 で あっ た 。 

図 中 の 番号 は 「EVA が 使用 する 鉱 火器 の 種類 と 特徴 ] の 各 
火器 に 対応 。 な お 、 大 出力 ボ ジ ト ロン ライ フル 改 に つい て は 、 
力 、 射 程 距離 共 、⑬ より 一 段階 程 才 る も の と 恩 わ れる 。 

@⑨GAINAX・ カ ラー/Project Eva.⑥GAINAX・ カラ ー/EVA 製 作 委 員 会 D15-7 
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昌 銃 火器 の 使用 例 と 効果 
使徒 を 居る た め に 用 意 され た 様々 な タイ プ の 銃火 器 。 実際 の 対 使徒 戦 で は 、 戦術 作戦 部 は 

より 使徒 の タイ 応 可能 な 装備 の 選択 が な され て いた よう だ 。 し か し 、 EVA と 対 時 し た 使徒 
た ちの 能力 は 戦術 作戦 部 の 予想 を 超え て いた 場合 が 多く 、 実際 に 使徒 を 仕留め 得 た 銃火 器 は 

「 パ レッ トラ イフ ル 」 と 「 ポ ジ ト ロン スナ イ パ ー ラ イフ ル 」 の 2 点 の み で あっ た 。 

個体 ご と に 異な る 能力 
を 備え て いた 使徒 。 こ 

の 未知 の 敵 と の 戦闘 に 
お いて は 、 ほ と ん どの 場 
合 、 鉱 火器 自体 の 効果 
より も 戦術 作戦 部 の 提 
案 し た 作戦 が 重要 で あ 
つた と いえ よう 。 

ee パレ ッ ト ラ イフ ル 

対 第 4 使徒 戦 以降 、 欄 
々 な 作戦 で EVA が 携行 

し た パレ ッ ト ラ イフ ル 。 汎 
用 性 の 高い この 兵器 は 、 
近 ~ 中 距離 戦 が 想定 さ 
れる 使徒 と 対 財 する 際 、 
頻繁 に 活用 され た 。 破壊 
力 は 火薬 式 銃器 の 比 で 

れ で て いた 同 

第 4 使徒 シャ ムシ エル 

第 7 使徒 イス ラフ ェ ル 
第 9 使徒 マドリ エル 

第 18 便 徒 バル ディ エル 
第 14 使 徒 ゼル エル 

制 に 用 いる 補助 的 な 銃火 問 と の イメ ー 
も 強い パレ ッ ト ラ イフ ル だ が 、 第 9 使徒 

ルド や 外部 装甲 に 阻ま れ と の 戦闘 で は 、 名 通 力 に 優れ た 劣化 ウ 
る ケー ス が 多かっ た 。 ラン 弾 の 効果 が 存 分 に 発 控 さ れ た 。 

ee ハン ドガ ン 
対 第 12 使 徒 戦 の み で 

使用 が 確認 され た バンド 
ガン 。 パレ ッ ト ラ イフ ル と 
比べ る と 火力 こそ 低い も 
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ボ ポジトロン 20X ライ フル 
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た め に 使用 され た 。 射程 、 

第 5 使徒 ラミ エル 

トロ ンス ナイ パー ラ 
イフ ル 。 火 力 は 絶大 だ が 問題 点 も 多く 、 
同 作戦 以外 で 活用 され る こと は な か っ た 。 

の ぐ 
第 7 使徒 イス ラフ ェ ル 

火力 に 優れ た 同 兵器 だ っ 攻撃 目標 
た が 、 その 射程 距離 外 か | 第 15 使 邊 アラ エル 
ら 使徒 の 攻撃 を 受け た が 

に その 代価 を 用 ホラ トロ ン ラ イフ ル を 必修 
る と と は で きす 昔 し 紛れ 基子 の 連続 発射 を 可能 と し た 同 兵 知 
に 放 た れ た 陽電子 が 使徒 第 15 合 徒 に 対し でも 連続 発射 を 敢行 し 
に 届く と と は な か っ た 。 た が 、 敵 を 捉え る こと は で き な か っ た 。 

ye 大 出力 ボ ポジトロン ライ フル 改 
ロン スナ イ パ ー ラ 

イフ ル を 改修 し 、 外部 電 
源 と の 接続 な し に 運用 が 
可能 と な っ た 大 出力 ボ ジ 

トロ ン ラ イフ ル 改 。 第 15 
使徒 を 狙 没 す る た め に 使 攻撃 目標 
用 され た 同 兵器 第 15 合 件 アラ エル 
原型 機 より も 火力 あっ 

同 殿 器 か ら 発射 され た 区 速度 に 匹敵 す 
Ni る 電子 は 消滅 する こと な く 第 15 使 徒 の 
ダメ ー ジ を 与え る こと が で 元 ま で 到達 し た も の の 、 その A.T. フィール 
き な か っ た 。 ド を 貫通 する に は 至ら ちな か っ た 。 
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人 火器 の 実質 的 な 役割 

NERV の 技術 の 粋 を 結集 し て 

開発 され た 銃火 器 類 で は あっ た 

が 、 対 合 徒 戦 に お ける 戦果 は 思 

わし く な か っ た 。 実際 に 銃火 器 で 

残 減 で きた 使徒 は 第 5 使徒 ラミ エ 

ル 、 第 9 使徒 マト リエ ル の 2 体 の み 

用 され る こと が ほとん ど で あ っ た 。 

様々 な 状況 に 対応 すべ く 開 発 さ 

れ た EVA 専用 の 銃火 器 で は あっ 使徒 工 減 と い 

う 目 的 を 果たし た も の は 意外 に 少な か っ た と いえ る 

ろう 。 し この 結果 は 、 各 銃 火器 の 性 能 が 低かっ 

た と いう こと で は な く 、 使徒 の 特徴 が 個体 ご と に 大 幅 

に 異な っ て いた た め と 考え る の が 妥当 で ある 。 仮に 

すべ て の 使徒 の 能力 が 第 3 使徒 サキ エル と 同様 で あ 

っ た な ら ば 、 結果 は 大 幅 に 異な っ て いた は ず だ 。 

れ な い 使徒 と の 戦い に お い 

て は 、 白兵戦 用 の 兵器 プ 
ログ 

k 器 で は ダメ ー ジ を 与え 
られ な い 使 徒 も 多かっ 

格闘 戦 や 、 初 号機 の 暴走 
る こと の 方 が 多かっ た 。 

4 追加 報告 : 

| 銃火 器 が 与え る 影響 に つい て 
EVA が 使用 する 銃火 器 の うち パレ ッ ト ラ イフ ル 及 び 陽 

電子 砲 タイ プ の 兵器 は 、 共 に 環境 汚染 と 人 体 に 与え る 
悪影響 が 懸念 され て いる 。 パ | 

用 され て いる 劣化 ウラ ン は 、 後に 放射 され る 残留 

放射 能 が 環境 汚染 や 健康 被害 を 引き 起こ す と 言わ れ 

移 の 兵器 レベ ル で の 使用 を 想定 
離 放射 

) が 生じ る こと と な り 、 周辺 地域 に 甚大 な 

放射 能 汚染 を 及ぼ す 可 能 性 が 高い 。 

NERV の 技術 を も っ て すれ ば 、 こ れ ら の 深刻 な 問題 

括 決 され て いる と いう 可能 性 も 3 

その 真 偽 に つい て は 明らか に され て いな い 。 

二子 山頂 上 か ら 放 た 
れ た 陽電子 が 

ガン マ 線 が 生じ た も 

の と 思わ れる 。 

と いえ る だ ろう 。 

@GAINAX・ カ ラー/Project Eva.⑥GAINAX・ カ ラー/EVA 製 作 委員 会 D15- 
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